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序 文
天正 11年 (1583)9月 1日 、京都吉田神社の神官、吉田兼見という人物が河内方面を

経由して堺から京へ帰る途中、彼が目にしたのは河内飯盛山の周辺に、大坂城築城に

使う石を採るため、人足や奉行人が大勢行き交つている様子で、彼は日記にそのこと

を書き留めています。この日はちょうど、豊臣秀吉の大坂城築城が始まったとされて

いる日で、彼は偶然にもその光景に遭遇したのでした。

秀吉が天下に大号令を発し築いた大坂城、今は大阪の観光名所として、或いは市民

の憩いの場として、大勢の人が訪れています。しかし、ご存知でしょうか。現在我々

が目にする豪壮な石垣や堀などの惣構は、徳川時代に再築されたものであることを。

天守閣に至っては昭和に入つてから復興されたものです。

大坂城の再築工事は、元和 6年 (1620)の 2代将軍徳川秀忠の時に始まります。天

下普請で行われたこの工事は、石垣の工事箇所を諸藩に分担させるもので、このため、

諸藩は各地に石材を求め、石を切り出し、大坂城へと運びました。石材の産地としては、

瀬戸内海の島々、六甲山系、笠置山系が知られ、生駒山系も秀吉の頃から主要な石材

の供給地となっていました。生駒山系にある大東市龍間地域でも、石を切り出すため

に穿たれた矢穴が残る石や、諸藩固有の印が刻まれた石が所在し、徳川大坂城再築時

に石が切り出されていたことが知られていました。

本報告は、龍間に所在するゴルフ場の改修工事等に伴う発掘調査の報告で、調査の

結果、矢穴の残る石や、「西足立」等の文字が刻まれた石柱列が発見されました。矢穴

は徳川大坂城再築時のもので、その石切場であつたことが確認され、また「足立」は、

織田信長に仕え、豊臣、徳)||の時代には、大坂城築城の石の切り出しに深く関与して

いた、善根寺の足立家のことで、石柱はその領地を示す境界石であることがわかりま

した。

また、今回の調査は、生駒山系において徳川大坂城再築時の石切場跡の発掘調査が

実施された初めての事例で、その意味においても貴重な発見であったと考えています。

徳川期の石切場跡の調査 。研究については、早くから調査が実施されている小豆島や

六甲山系 (芦屋)カミ先行していますが、今回の調査を晴矢として、生駒山系での研究

が進展することを期待します。

最後になりましたが、本調査にご協力いただいた、阪奈土地建設株式会社を始め、

関係各位に対しまして、感謝の意を表します。

平成 24年 11月 30日
大東市教育委員会

教育長 亀岡 治義



例 言
1.本書は大東市龍間所在、石切場跡の発掘調査報告書である。

2.調査は阪奈土地建設株式会社の依頼を受け、大東市教育委員会が実施した。

3.本書に掲載している調査名と調査期間は下記の通りである。

T S Q 90-1(阪奈カントリーゴルフ場改修工事に伴う)

平成 2年 (1990)10月 15日 ～ 11月 2日 (その 1)。 11月 5日 ～ 12月 5日 (その 2)

T S Q 92-1(ス ポーツヒルズ大阪新設工事に伴う)

平成 4年 (1992)3月 19日 ～ 5月 15日

4.調査に要した費用はすべて阪奈土地建設株式会社が負担した。記して感謝の意を表する次第である。
5.調査は大東市教育委員会生涯学習課 (調査当時は歴史民俗資料館)黒田淳が担当し、調査及び整理

作業には、以下の者が従事した。大谷聡、大山清、野村香枝、井尻由美子、山田芳樹。

6.調査の実施及び本書の作成にあたっては、以下の方々のご指導並びに助言を得た。 (順不同)藤井重

夫 (築城史研究会 )、 樋口清春 (龍間在住 )、 岡村喜史 (大東市市史編纂委員 )、 森岡秀人 (声屋市教育

委員会 )、 三宅正浩 。亀島重則 (大阪府教育委員会 )、 山田浩史 (川西市教育委員会 )、 坂本俊 (奈良大

学博士課程 )、 李聖子 (交野市教育委員会)、 矢倉嘉人 (海南市教育委員会)、 吉田野々 (人尾市荻育委

員会)、 舘邦典、松田正昭

7.本書の執筆・編集及び写真撮影は、担当者が行い、挿図。写真図版作成・編集の一部を担当者の指導の下、

株式会社地域文化財研究所が行った。

8.本書で使用している標高はT,P。 (東京湾標準潮位 )、 方位はT S Q 90-1が磁北をT S Q 92-

1が座標北を表している。
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第 1章 調査に至る経緯 彿 1図 )
大東市龍間地域には、以前から元和 6年 (1620)に始まる徳川大坂城再築関連の石切場の存在が知ら

れていた。それは、昭和 58年 (1983)に藤井重夫氏らの築城史研究会により、通称 「車谷」において

発見されたもので、工事を請け負つた諸藩固有の符号を示す、「○」や (D」 「#」 の印が刻まれた石 (以

下 :刻印石)や、石を割るために穿たれた矢穴が残る石 (以下 :矢穴石)が分布していることが確認さ

れている(1)。

昭和 60年 (1985)、 同地域内のゴルフ場改修計画が阪奈土地建設株式会社より出され、大東市教育委

員会 (以下 :市教委 )では、計画面積約 264,000♂ を対象として、分布調査と試掘調査 (ト レンチ 241

箇所)を実施したところ、新たに矢穴石を確認した。市教委では、この結果に基づき遺跡発見の手続き

を行い、周知の埋蔵文化財包蔵地「石切場跡」として登録し、また、矢穴石が集中する地点の取り扱い

について事業者と協議を行い、昭和 62年 (1987)に 発掘調査を実施した (A～ C区 )。 調査の結果、徳

川大坂城再築当時のものではなかつたが、主に近世末～近代の石切場であつたことが判明している
②
。

続いて平成 2年 (1990)、 本遺跡内において、同事業者から再度、ゴルフ場改修工事の計画が出された。

工事面積は約 354,184ピ と広範囲のため、先ず現状把握のための分布調査を実施した。その結果、石切

場と推定される、巨岩が露出している地点、斜面上に矢穴石が点在する地点、人為的な石積みや矢穴石

が点在する地′点を確認することができた。計画はそれらに大きな影響を及ぼす行為であつたため、事業

者と協議を行い、これらの地点を対象に発掘調査を実施した。 (T S Q 90-1:そ の 1。 その 2)ま た、

前年の平成元年 (1989)に 同事業者より、約 185,590だが対象となるスポーツ施設新設工事の計画が出

10軒
0                         200m

第1図 石切場跡調査区位置図 (S=1/5,000)
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鶴

船
1 宮谷古墳群      11 飯盛山城跡       21 堂山下遺跡
2 北条古墳       12 福蓮寺古墳       22 堂山古墳群
3 北条南古墳      13 福蓮寺遺跡       23 六地蔵古墳
4 北条遺跡       14 野崎条里遺跡      24 +林 寺古墳

5 北条西遺跡      15 メノコ遺跡       25 寺川古墳群
6 大将軍古墳      16 寺川浜遺跡       26 寺川遺跡
7 ヤタ山古墳      17 峯垣内遺跡       27 城の越上の段古墳
3 野崎遺跡       18 市寺川配水場吉墳    28 城の越古墳
9 野崎城跡       19 瓦堂遺跡        29 大谷神社古墳

10 北条東古墳群    20 堂山上遺跡       30 大谷古墳群

31 中垣内遺跡      41 石切場跡
32 元粉遺跡
33鍋田)|1遺跡      0は 調査地点を示す

34 太鼓山遺跡
35 七ッ廻り古墳
36 国見高地性遺跡
37 若宮遺跡
38 大坂城残石
39 竜間ハンサカ遺跡
40 竜間違跡

第 2図 大東市位置図・遺跡分布図 (東部)(S=1/5,000)
され、市教委で試掘調査を実施したが、この時には遺構・遺物は確認されなかった。ところが、平成 2

年 (1990)、 施設を拡張する (約 8,603ピ の追加 )変更計画が出され、追加部分を対象として分布調査

を実施したところ、矢穴石や「足立」の文字が刻まれた石柱の存在を確認することができた。市教委で

はその状況から、当該地が徳サ|1再築時の石切場であつた可能性が高いと判断し、大半が遺跡外であった

この追加部分について、石切場跡の範囲拡大として遺跡発見の手続きを行い、事業者との協議を経て、

平成 4年 (1992)に発掘調査を実施した。 (T S Q 92-1)
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第 2章 位置と環境
第 1節 地理的歴史的環境 (第 2図 )
大東市は大阪府の東部にあり、河内平野の中央部に位置する。市域の東半分は山地丘陵地で、市街地

のすぐ背後には生駒山系の北端に位置する標高 314.3mの飯盛山がある。生駒山系の主要岩は領家花闘

岩類で構成されている。

石切場跡 [41]は本市龍間に所在する。龍間地域は生駒山系が北に向かつて公々に高度を下げた、標

高 200～ 350mの山間部に位置している。現在こそ、大阪と奈良を結ぶ阪奈道路が通り、開発が進んで

いるとはいえ、谷あいに存在する集落と耕作地以外は山林となっている。

当地域での人間の活動の歴史は今のところ弥生時代中期頃まで遡ることができ、河内平野を見下ろす

標高約 212mの独立丘陵に位置する国見高地性遺跡 [86]で は高杯、龍間遺跡 [40]か らはサヌカイ ト製

石小刀、龍問ハンサカ遺跡 [39]か ら磨製石貪1がそれぞれ採集されている。古墳時代以降中世前半まで

の様相は明らかではないが、龍光寺にある延命地蔵蜘こ「延徳二庚成二月 」 (1490)の銘が刻まれてい

ることから、遅くとも中世後半頃までには、集落が形成されていたと考えられる。それは当地域が、古

くから中垣内越え、龍間越えとも呼称される、河内と大和を結ぶ街道筋にあたり、それとともに発達し

てきたことによるものであろう。戦国時代では、本遺跡の北方に位置する飯盛山に、一時、畿内支配に

成功した三好長慶が居城とした飯盛山城跡 [11]が存在する。また、前述のように当地域では花南岩が

産出されることから、天正 H年 (1583)に始まる、豊臣秀吉の大坂城築城の頃より、石垣に使用する

石の採石が行われていたことで知られているが、徳)|1大坂城再築の際にも、採石が行われていたことを

示す、刻印石、矢穴石が今も残つている
⑭
。なお、採石は近年まで行われていた。

第 2節 徳 )|1大坂城再築 と龍間
慶長 19年 (1614)の 大坂冬の陣、翌慶長 20年 (1615)の大坂夏の陣により、豊臣氏は滅亡し、秀吉

が築いた大坂城も灰魅に帰したが、徳川期になっても、大坂の地理的重要度は変わりなく、元和 6年

(1620)、 2代将軍徳サ十1秀忠の時に大坂城再築工事が始まつた。天下普請で行われたこの工事は、西国 35

ヶ国の外様大名に請負わせたもので、工事は寛永 6年 (1629)ま で合計 3回行われ、凡そ 10年かけて

ようやく完成に至つている。工事を請負つた諸藩は、各地から石垣に使用する石材を入手し、大坂城ヘ

運んでいる。主な採石地として、香川県小豆島や岡山県牛窓町前島等の瀬戸内海の島々、六甲山系、京

都笠置山系、そして生駒山系が知られていたが、生駒山系だけがその石切場の所在が確認されていなか

った。そのような中、第 1章で述べたように、築城史研究会により、本市龍間の車谷において「○」や

「CD」 、「#」 、「り」等の符号が刻まれた刻印石、矢穴石の存在が確認され
0、 これが、大阪府下におけ

る徳川大坂城関連石切場の最初の発見例となっている。

第 3節 刻印 と矢穴について
採石地である石切場において確認されている刻印は、天下普請に参加した大名が石の所有権を明確に

示すための符号であるとされている。これは、使用先の大坂城石垣においても確認されている。

現在、大坂城の石垣は、堀により水面下に隠れているものも含めて、約 100万個の石材からなると推

定されており、石垣に刻まれた刻印は、約 200種に大別され、細別すると、1000種 を超えるとされてい

る。藤井重夫氏は、織豊期から江戸期にかけて行われた、築城普請、天下普請に属する土木工事の石材

に施された刻印 (符号)の持つ意味を 23種に分類し⑥、大坂城石垣の刻印 (符号)の中から普請大名と

の関係を明らかにされている。したがつて、刻印と諸大名の関係が明らかになれば、石切場において、
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/矢穴石 3
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どの藩が関わっていたか

がわかる。刻印と大名の

関係については、まだ解

明すべき点が多いが、そ

れでも、石切場にどの藩

が関与していたかを推定

する根拠の一つとなって

いる。

矢穴は、石を割るため

に穿たれた穴で、長方形

の穴を直線に配して連続

して彫り、そこに鉄製の

楔を入れ、打撃を与える

ことで石を割る。この楔

形の道具を「矢」と呼ん

でいる。この方法により

2分割された石には、両

方の石に矢穴痕が連続し

て残る。厳密にいうと矢

、本報告でいう矢穴幅は矢

2

ヾ

第 3図  D区露岩窪地部分 日(矢穴)石分布状況 (S=1/1,000)
穴と矢穴痕は区別すべきであるが、本報告では総称して「矢穴」としており

穴長辺の長さを示している。

矢穴は、時代によって大きさ、形状に特徴があるとされ、徳川大坂城再築時の元和・寛永年間では、

矢穴幅 8～ 12cm、 深さ6～ 10cmが一般的で、それ以降となると矢穴幅は短小化し、深さは幅を上まわ

る傾向があるが、近世中頃以降となると、さらに矢穴幅は 4～ 5cmと 縮小し、深さは 6cm程度になると

されている①。このように、石切場にある石に残された矢穴の大きさで、ある程度の時期を確定するこ

とが可能となつている。

第 3章 調査成果
既述のように、本遺跡内では昭和 62年 (1987)に 発掘調査を実施しており、既にA～ Cの調査区を設

定している。今回はこれを踏襲する形で、各調査区にDか らFのアルファベットを付した。すなわち調

査名 T S Q 90-1そ の 1を D区、T S Q 90-1そ の 2を E区 とし、T S Q 92-1は 調査対象地全体

をF区 とし、その中で複数の トレンチを設定したので、それぞれの トレンチに番号を付した。

第 1節  T S Q 90-1そ の 1(D区 )の調査 (第 3図 )
D区は標高約 300～ 325mを測る丘陵北西斜面にあった露岩とその前面の窪地部分、そこから南西ヘ

約 70mの北西斜面に分布する矢穴石を含む石を対象に調査を実施した。

露岩及び窪地部分 (第 4図 :図版―)

露岩は高低差約 20mを測り、西向きに開口する「コ」宇形を呈し、その前面は約 20だの窪地となっ

ていた。窪地部分は黄褐色土の山土が厚さ約 lmで堆積しており、それを除去すると、底面は花南岩質
の岩盤で、上部の露岩と一体を成していた。底面は上部の約 3分の 2程度の広さで、大小の石が集積し
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第 4図  D区露岩窪地部分東西平面図

o                                   20m

(S=1/100)口 断面図 (S=1/400)

θ

／

ジ
２

矢穴石4

第5図  D区矢穴石平面。立面図 (S=1/100)

ヽ
ヽヽ
＞
／峰
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⑬

9    (110     20cm

第 6図 D区出土遺物実測図
て検出された。露岩には幅約 5cm、 深さ6cmを測る矢穴が残る部分があり、約 90× 120× 60cm単位の

石材が切 り出されていたものと推定される。これらの状況から、当初は露岩の上部から下部に向かって

採石が行われ、ある程度進んだ段階で側面へと拡張され、さらに前方からも採石が行われた結果、最終

的に露岩が「コ」の字状に残つたものと推定され、底面で検出された石の集積は、採石の過程で生じた

割石が集められたものと考えられる。

矢穴石 (第 5図 :図版二)

北西斜面に約 20× 40mの範囲で、矢穴石 1～ 3を含む多数の石が分布していたが、矢穴石 4だけが、
上方の標高 323m付近に離れて存在していた。矢穴は幅 10～ 1lcm、 深さ6～ 8cmを測る。矢穴石 4は

約 5mの大きさがあり、矢穴のある南西面に、径 8.5cmを測る「○」の刻印が施されていた。
遺物 (第 6図 :第 2表 :図版十人)

窪地部分からゲンノウ (玄翁)や矢等の鉄製品が出上している。何れも、採石時に使用される道具で

ある。

グンノウ (1)は矢を石に打ち込む時に使用するもので、柄を差し込むための 1辺が約 2cmの方形の

孔がある。矢 (2～ 4)は頭部の断面が隅丸方形で、先端は平刃状を呈している。特に 2は、打撃によ

り頭部が変形している。矢の刃部幅は、3.9～ 4.5cmを測り、露岩に残されていた矢穴の幅に近似する。

小結

露岩に残されていた矢穴幅は、約 5cmと 小さめで、近世中期以降のものであるが、斜面に残る矢穴石

1～ 4の矢穴幅は 10cmを超えており、徳サII大坂城再築時のものと推定され、当地はその石切場であった

と考えられる。

①

肩
屈
凶

口
胃
朴
Ｖ

Ю

肩
∪

戸

・
ノ
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第 2節  T S Q90
-1そ の 2(E区 )

の調査 (第 7図 )

標高約 295～ 314mを

測る南西斜面に分布する

石積み、矢穴石を対象に

調査を実施した。

石積み (第 8図 :図版三)

調査地の上部斜面で、

南西に開口する「U」 字

形に掘り込まれた箇所が

あり、石積みAはその北

西壁、石積みDは南東壁、

石積みEは開口部でそれ

ぞれ検出された。人為的

な構造物であるが、石の

切 り出しとの関連、用途

50m については不明である。

石積みBoCは そこから
下方へ 18mの 地点にあ第 7図  E区石積み ヨ(矢穴)石分布状況 (S=1/1,000)

り、北西から南東方向に積まれている。これらの石積みの用途についても不明である。

矢穴石 (図版三・四)

南西斜面に多くの石が分布していたが、その中で矢穴が確認された石は 4個であった。矢穴幅 12～

13cm、 深さ7～ 9cmを測つた。

遺物 (第 9図 :第 2表 :図版十人)

石の周囲の堆積土中から、近世初頭の上師器皿 (5・ 6)、 土師器羽釜 (8～ 10)の他、奈良時代の須

恵器杯蓋 (7)が出上している。

0
川
＼
＋
―

TP+3010m

TP+3100m TP+310.Om

0

P+3090m

4m

第8図  E区石積み立面図 (S=1/80)
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~~75

/

第 9図  E区出土遺物実測図
小結

石積みは用途が不明であるが、近世から近代のものと推定される。また、矢穴石 1～ 4の矢穴幅は、

12～ 13cmと 大型であったことから、当地は徳)|1大坂城再築時の石切場であつたと考えられる。

第 3節 T S Q 92-1(F区 )の調査 (第 10図 )
標高約 240～ 275mの南斜面において、「足立」の文字が刻まれた石柱、矢穴石が点在していたが、

トレンチ調査により、焼土抗や石列の他、新たな矢穴石が検出された。

「足立」石柱 (第 17図 :第 1表 :図版六)

石柱①～⑩と抜き取り痕①が確認された。石柱①～⑭ o④は、ほば北東から南西方向に並び石柱列を

成すが、⑮は③から南西約 Hmの 地点で、抜き取り痕⑪は⑮から南東へ約 17mの地点で検出された。
石柱列の間隔は約 2.5～ 10mを測る。石柱のすべての東面に「西足立」「CD・足立」「西足立方由」「足」

等の刻印や文字が亥1まれていた他、側面や背面に幅 8～ 1lcmの矢穴が残るものもあつた。

矢六石 (第 14・ 15。 16図 )

石 1・ 2・ 8・ 10・ H・ 12・ 20・ 24に矢穴が認められた。矢穴幅は 9～ 12cm、 深さは 6～ 8cmを測った。

焼上坑 (第 11・ 13図 :図版人～十二・十四)

調査地内で 6基検出している。 トレンチ 2で検出した焼土坑 1・ 2には鉄洋が残つていた。
土坑 (第 13図 :図版十)

2基検出している。 SK-1は 0.5× 0.5mの 隅丸方形、 SK-2は 0.4× 0,5mの長円形を呈し、
深さはそれぞれ約 0.3mを測る。埋土は暗褐色上で、遺物は出土していない。

石列 (第 11図 :図版人)

トレンチ 2か ら4にかけて検出した。北西から南東方向に平石が整然と並べてあった。延長約 13m

を測り、両端はそれで終わつている。用途は不明である。

遺物 (第 18図 :第 2表 :図版十九)

近世初頭の陶器 (11・ 12・ 14・ 16・ 17)や瓦質土器 (15)が出土した他、須恵器 (18)鉄製クサビ (13)、

砥石 (19。 22)、 サヌカイ ト剥片 (20・ 23・ 24)、 銅銭 「聖宋元宝」 (21)が出上している。

小結

出土遺物の年代や矢穴幅から、当地は徳)|1大坂城再築時の石切場であつたと考えられる。焼土坑には

焚火の痕跡程度のものもあるが、鉄滓が残るものは小鍛冶の跡の可能性も考えられる。また、「足立」

の石柱は、並び方と文字の内容から、土地の境界を示す境界石と考えられる。

ニ

・幹
―
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とトレンチ 12

X・キ144K250

X=-144K260

0                                               40m

劃  ∃  副  劃
,中 η  η
士 世 」 世

第 10図  F区全体図 (S=1/600)

第 4章 まとめ
調査の結果、D・ E・ F区の何れも、徳サ|1大坂城再築時の石切場であつたことが確認された。3地区

とも斜面を下ると、藤井重夫氏ら築城史研究会によつて「○」の刻印石、矢穴石が確認
⑥されている車

谷へ至ることから、切り出された石の麓までの運搬は、同じルートで行われたと考えられる。ところで、

F区で発見された「足立」の境界石であるが、「足立」は麓の善根寺 (東大阪市)に居を構えた足立家

のことである。「足立家千代のしるべ」
⑥によると、足立家は、元は尾張の出で、織田信長に仕えていた

が、豊臣秀吉の大坂城築城の際、石本行に任ぜられ善根寺に移り住んだという。続く徳川大坂城再築の

際も、石奉行として、切り出した石を、工事を請負った諸藩へ供給していたとされている
°°
。足立家の

家紋は輪違い「CD」 で、車谷の刻印石には「○」と「CD」 が 1つの石に刻印 (併刻)されているも

のがある。分銅 「〇」は、松江藩堀尾家のものとされている。また、境界石に刻まれていた「足立方由」

は「足立家先祖書」
住うによると、享保年間に当主であった足立註蔵方由のことで、この頃が足立家の最

も隆盛を極めた時期とされており、麓だけでなく山間部にも広大な領地を所有していたことが明らかと

Ｒ

∞
Ｙ
Ｏ
ｍ
，ｙ

９

鬱

８

１

＞
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第 1表  F区「足立」石柱法量表 (単位 i cm)

番 号 刻印の種類
局

(地表 か ら )

幅

(上辺・下辺 )

奥行

(上部・下部 )

備 考
【→は矢穴の方向・数字は矢穴の大きさ

(幅 ×深さ)を表す―】

① 足 18・ 23 16・

② 足 18 ・ 18 13 ・ 13
前面左→右 (50× 30)が 240の間隔、

右側面前→後 (50× 30)が 23.0の 間隔

③ 西足 21・ 21 7・ 7 右側面前→後 (50× 50)

④ 足 23・ 23 16・

⑥ 足 22・ 22 13・ 16

⑥ 西足立 22・ 22 16,
左側面後→前 (■ 0× 100)

が3ヶ 連続する

⑦ 足 22 ・ 22 18。  18

前面右→左 (4.0× 4.5)

右側面前→後 (120× 100)

が4ヶ連続する

③ OD・ 足立 32・ 41 18・ 18 左輪が小さい左径 HO右径 120、 40の重なり

⑨ 西足立 23・ 23 23・ 30

⑩ ∞ 30 ・ 25 22・ 20 左輪が小さい左径 100右径 ■ 0、 35の重なり

① 西足立方由 ・ 21 17

左側面後→前 (50× 45)

背面右→左 (■ 0× 90)

が2ヶ 連続する

⑫ 足 16・ 30 8。 18
左側面後→前 (55× 40)

背面右→左 (55× 30)

⑩ 足 25' 25
前面後→前 (100× 75)

右側面後→前 (56× 60)

⑭ 足 30・ 25 14 右側面上→下 (50× 45)が 2ヶ 連続する

⑩ 西足 立 24・ 30 13・ 21 前面左→右 (65× 60)

⑩ 足 17・ 20 6・ 25 右側面後→前 (60× 60)が 220の間隔

① (抜き取り痕) 30× 80

なつた。したがって境界石はこの註蔵の時代に設置されたものと考えるのが妥当であり、元和・寛永年

間の大坂城再築当時の石切場と年代差があること、しかも、石切場は境界石より東側にあるため、直接

的な関連は薄いと考えられる。

今回の調査で確認された刻印は、D区の矢穴石 4に刻まれていた「○」のみで、これは加賀藩前田家

の複数ある刻印のうちの一つと推定されているものである。今回 3箇所の調査区で確認された石切場に、

どの藩が関与していたのか確証を得ないが、車谷の石切場で確認されている刻印は、「○」の他に「ψ」

があり、藤井重夫氏は「甲」は「茶の実」で、前田家の普請奉行であった長九郎左衛門のものに比定し、

そのことから当地域では、前田家の関与が強かった
°分のではないかと推定されている。

今回の調査は、生駒山系においては、築城史研究会が発見して以来の、徳)|1大坂城再築関連の石切場

の発見であり、発掘調査としては、大阪府下では最初の事例ではないかと考えている。また、今回の調

査結果は、車谷に面する斜面や、そこから分かれる谷の奥にも未発見の石切場が存在している可能性を

示唆するものである。

紙数の関係で、各調査区の詳細な報告ができなかつたが、これを晴矢として、生駒山系における徳)||

大坂城再築時の石切場についての研究が進むことを期待したい。
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第19図 大坂城残石位置図 (S=1/4,000)

第 20図 大坂城残石刻印拓影

第 5章 中垣内 1丁 目所在「大坂城残石」について 彿 19図 )
ここでは、本報告の関連資料として、東大阪市善根寺町 6丁 目と接する中垣内 1丁 目所在の大坂城残

石について紹介する。

大坂城残石 (の こりいし )、 或いは残念石と呼ばれるこの巨石は、大坂城の石垣に使用するため切り

出された石が、大坂城まで運ばれないまま現地に残されたことで付けられた名称である。現地での状況

から、この石自体は上流から運ばれて来たものではなく、元々この地に所在していたものと考えられ、

一旦は石の切り出しを試みたが、切り出されずに終わり現状に至ったものであろう。この石の北側には

大川が流れ、この上流が本書で報告している石切場 (T S Q 90-1・ 92-1調査区)や昭和 58年に築

城史研究会によって発見された刻印石、矢穴石が分布する石切場が所在する車谷であり、麓から各石切

-18-



場へ向かうちょうど入口にあたる場所である。

石の大きさは周囲約 24m、 高さ約 3.5mを測り、第 20図 と図版二十で示すように、石の上部には幅

11～ 13cm、 深さ約 8cmの矢穴列が残る他、「④」「固」「6」 の刻印を見ることができる。これまでの刻

印と諸大名との関連についての諸研究から「④」は津山藩森家、「固」は加賀藩前田家、
「〇」は長州藩

毛利家のものとされている。また、「〇」のすぐ横には、くずし宇で、「寺る人しまやいしt」 の文字が

刻まれている。「る」は「さ」のくずし宇、次の「人」は「ハ」であると考えると、「寺さハしま や
いしは」と読むことが可能で、「寺さハしま」は普請大名の一人、唐津藩主寺澤志摩守廣高のことを意味し、

続く「や」は「矢」、「�ヽし t」 は「石場」を表しているものと考えられるが、このように長州藩、唐津

藩の異なる藩の刻印が並列する意味については、検討が必要である。また、石の東面には、
「西社地」「東

足立」の文字が刻まれている。「西社地」は南方 130mに ある春日神社の社地を意味し、「足立」は石の

切り出しに関与していた足立家のことで、足立家の領地と春日神社地の境界を示すものであるが、これ

は元和・寛永年間の石の切り出しとの関連性は薄く、後世になつて彫り込まれたものと考えられ、その

根拠として、文字がある石の表面は、明らかに他の面より風化が進んでいない、T S Q 92-1(F区 )

で確認された境界石「西足立」の宇体とよく似ている、さらにその境界石が設置された時期は、前章で

も記述したように、享保年間の足立註蔵方由の時代と考えられるからである。

このように、この石には元和・寛永年間の築城時の矢穴や刻印と享保年間のものが混在している。当

初はこの石を切り出そうとしたが、何らかの理由で取り上めになり、途中からは石切場への入口を示す

ランドマーク的なものに変化して、当地域に石材を求めに来ていた諸藩の刻印が施され、今日まで残つ

たのではないかと推定される。

註

(1)藤井重夫『摂津大坂城 (七)一生駒山系の石切場について一』1983日 本古城友の会

(2)大東市埋蔵文化財調査報告第 3集『大東市埋蔵文化財発掘調査概報 1987年度』1989大東市教育委員会

(3)大東市指定文化財第 3号 「石造地蔵菩薩立像 (延徳銘地蔵)」

(4)註 (1)に 同じ。

(5)註 (1)に同じ。

(6)藤井重夫「大坂城石垣符号について」『 日本城郭史研究叢書 8大坂城の諸研究』岡本良一編 1982名著出版

(7)森岡秀人・藤川祐作「矢穴の型式学」『古代学研究第 120号森浩一先生傘寿記念論文集』2008古代学研究会

(8)註 (1)に同じ①

(9)「足立家千代のしるべ」『枚岡市史第四巻 史料編二』1966枚岡市役所

(10)豊臣大坂城築城時に足立又助昌成が、徳)|1大坂城再築時はその子仁兵衛宗佐が任ぜられている。

(11)「足立家先祖書 (二 )」 (御取調願)『枚岡市史第四巻 史料編二』1966枚岡市役所

(12)註 (1)同 じ。
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第 2表 出土遺 表
告
号
報
番 出土地点 種類 器種 計測値 (cm) 形態 技法 胎 土 色調 残存率 。備考

1 D区 金属製品 不明

さ
　
さ
量

長
幅
厚
重

28 4
74
75
9600 0g

円柱状を呈する。
完形
16世紀末～ 17世紀初頭
か

D区 金属製品 くさび

さ
　
さ
量

屍

⊆

早

重

126
45
27
600 0g

V宇形。
完形
16世紀末～ 17世紀初頭
か

3 D区 金属製品 くさび

さ
　
さ
量

長
幅
厚
重

133
39
30
700 0富

V宇形。
完形
16世紀末～ 17世紀初頭
か

4 D区 金属製品 くさび

さ
　
さ
量

長
幅
厚
重

109
42
24
600 0富

V宇形。
完形
16世紀末～ 17世紀初頭
か

5 E区 土師器 /1ヽ IllL

径
高
径

日
器
底

(107)
(13)

日縁部は体部から直線的に伸び
る。日縁端部はやや尖り気味。

Ａア
一ア

ナ
ナ

内
外 密

外
色
・
橙
内
黄

10YR3/4セ鳥日縁部 10%以 下
16世紀末～ 17世紀初頭

6 E区 土師器 小皿

径
高
径

日
器
底

(119)
(21)

日縁部は体部から直線的に伸び
る。日縁端部はやや尖り気味。

内

外
ナデ
ナデ 密

内・外 :10YR8/4浅
黄橙色

日縁部 10%以下
16世紀末～ 17世紀初頭

7 E区 須恵器 杯 蓋

径
高
径

日
器
底
(16)
(138)

日縁部は外方に伸びる。日縁端笥
は内側にやや尖る。

内 :回転ナデ
外 :回転ナデ

密
内・外 :25Y5/1灰
黄色

底部 10%以 下
奈良時代

8 E区 土師器 羽釜

径

高

径

日

器

底
(33) 鍔部先端は丸く収まる。

内 :指オサエのち
ナデ
外 :ナデ

密
内・タト: 10YR7/41こ
ぶい黄橙色

体部 10%以 下
鍔部に煤が付着
大和型
16世紀末～ 17世紀初頭

9 E区 上師器 羽釜

径
高
径

日
器
底

(229)
(77)

体部は九みをもつ。日縁部は「く」
の宇状に外反し、日縁端部は面を
もつぉ

台ア
一ア

ナ
ナ

内
外 密

内・タト1 10YR7/41こ
ぶい黄橙色

口縁部 20%
大和型
16世紀末～ 17世紀初頭

E区 土師器 羽釜

径
高
径

日
器
底

(120)
(19)

口縁部は外反し、日縁端部は面を
もつ。

いア
４ア

ナ
ナ

内
外

密
内・タト: 10YR7/41こ
ぶい黄橙色

日縁部 10%以下
大和型
16世紀末～ 17世紀初頭

11

F区
トレンチ
2

瓢産陶器 碗

径
高
径

日
器
底

(H5)
(38)

体部は内湾気味に立ち上がる。日
縁部は丸く収まる。

釉
釉
施
施

内
外 密 25Y7/3浅 黄色

日縁剖120%
京焼き風
16世紀末～ 17世紀初頭

F区
トレンチ
6、  舅写 27

皿

径
高
径

日
器
底
29)
2

削り出し高台。内面に胎土目が 2
箇所残る。

困 :冠糊
外 :施釉、回転へ

ラケズリ
密
】5Y7/4浅 黄色
lfH:25Y6/2灰黄色

底部 50%
16世紀末～ 17世紀初頭

F区
トレンチ
6、  7写 24

周辺

金属製品 くさび

さ
　
さ
量

長
幅
厚
重

(75)
(19)
(18)
,2 99g

V字形。
70%

16世紀末～ 17世紀初頭
んゝ

F区
トレンチ
7

∃産陶群 皿

径
高
径

日
器
底

(■ 8)

46
42

削り出し高台。内面に胎上目が 1
箇所残る。日縁部は波打たせた形
状。日縁端部は内側に肥厚する。

釉
釉
リ

施
施
ズ

ｉ
‥
ケ

内
外
ラ

回転ヘ 密

7 5YR7/6狛きて色

髄 :10YR5/2灰 黄褐
生

40%

内面に文様あり
絵唐津
16世紀末～ 17世紀初頭

F区
トレンチ
7

瓦質土器 鉢

径
高
径

日
器
底

(159)
62
(98)

底部は中央がわずかに窪む。体剤
は内湾する。日縁端部を内側へ引
き出し、幅のある平坦な面をもつ。

ム
ア

内
ナ
外

指オサエのち

ナデ
密
内 :25Y4/1黄灰色
外 :M/灰色

30%
16世紀末～ 17世紀初頭

F区
トレンチ
7
ヨ産陶群 皿

径
高
径

日
器
底
(27)
39

削り出し高台。内面に胎土目が 3
箇所ある。

内 :施釉
外 :回転ナデ、回
転ヘラケズリ

密
10YR7/3-7/4イこぶ
い黄橙色

底部完形
16世紀末～ 17世紀初頭

F区
トレンテ
7

国産陶驀 皿

径
高
径

日
器
底

(180)
(29)

日縁部は外販し、日縁端部は溝縁
状を呈する。

釉
釉
施
施

内
外 密 5Y5/3灰 オリーブ色

日縁部 10%
唐津焼
16世紀末～ 17世紀初頭

F区
刻印石 1

須忘器 甕

径
高
径

口
器
底
(44) 体部破片。

内 :同心円状の当
て具痕
外 :格子ロタタキ

密
内

外
25Y7/3浅黄色
25Y5/1黄灰色 体部片

F区
刻 F口石 7

石製品 砥 石

長さ :133
幅 :48
厚さ :08
重量 :13437g

長方形。使用面 2面。左側面が久
損。

破片
硯を転用
16世紀末～ 17世紀初頭
か

F区
トレンチ
4
石製品 石剣

長さ :18
幅 :12
厚さ :03
重量 :216買

劉片。 毛形

21
区

２４

Ｆ

石 銅 銭 墾宋元宝
径  :23
重量 :176g

ほぼ完形
初鋳 1101年 (北宋)

F区
トレンチ
7

石製品 砥 石

長さ :27
幅  :22
厚さ ,04
重量 :483g

破片。使用面 1面。 破 片

F区
トレンチ
3

石製品 石剣

長さ
幅
厚さ
重量

8

3

5

51貿

剰片。 完形

F区
トレンチ
11

石製品 石剣

さ
　
さ
量

長
幅
厚
重

剰片。 完形
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露岩 (西より)

作業状況 (西より)

露岩採石痕 (西より)

露岩窪地部分 (西より)



図
版
二
　
Ｔ
Ｓ
Ｑ
９０

‐
１

（
Ｄ
区
）

北西斜面石分布状況 (南東より)
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矢穴石 3
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矢穴石 4(南 より) 矢穴石 3(北東より)
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(北より)
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(南より)
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トレンチ4 石 8(北東より)

トレンチ4 石 26(北より)



トレンチ 6

(南西より)

トレンチ6 石 24
(南より)
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出土状況 (東より)
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トレンチ 6 石 28
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トレンチ 6

焼土坑 4E石 28
(南東より)
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トレンチ9 石柱①抜き取り痕

▼
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(北東より)

トレンチ7 石 1(南東より) 石 10(南より)

トレンチフ 石 1矢穴 (南東より) 石 10矢穴 (南西より)
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石 2(北東より)

石 11(南西より) 石 15(南東より)

石 11矢穴 (南西より) 石 15矢穴 (東より)
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トレンチ 11(南東より)
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全景 (南東より)
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ふ り が な
所収遺跡名

ふ りが な

所在地
コ―` ド

】ヒ糸革 東経 調査期間 調査面積
釧 フ(Fす 南

市町村 遺跡

石切場跡
T S Q 90-
(その 1)

(その 2)

T S Q 92-

大阪府

大東市

青自間

27218 ０
０
刀
仕

34°

42′

00〃

135°

40′

07″

1990年 10月 15日

～ 11月 2日

1990年 11月 5日

～ 12月 5日

1992年 3月 19日

～ 5月 15日

354,184ピ

8,603ピ

ゴル フ場

改修工事

スポーツ

施設新設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

石切場跡
T S Q 90-
T S Q 92-

石切場
江戸時代
近代

矢穴石・境界
石・石列・石

積み

焼土坑

サヌカイ ト剥片

須恵器・土師器

陶器・矢
玄翁 (ゲンノウ)

硯・砥石

銅銭 (聖宋元宝)

元和 。寛永年間の徳

川大坂城再築にかか

わる石切場跡。関与
した足立氏を示す境

界石。
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